
○今年は３，４年生が中心となって

サツマイモ、枝豆作りにチャレン

ジ。各学年ではカレーの具材づくり

に取り組みました。 

 

 

○今年も５，６年生で米作りを行 

いました。今年は、初めて種もみ 

蒔きから稲刈りまでの活動を行い 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜多方市立駒形小学校 

種もみ蒔き…初めて種もみ蒔きを体験させていただき

ました。田んぼの土ではなく苗作り用の土を使っていた

り、毎日、ハウスの中で温度や水の管理をしたり、育苗

している農家の方が、よい米作りを 

するために気を配っていることがわ 

かりました。葉の数を見ながら田植 

えの時期に間に合うように育ててい 

ることを学びました。 

田植え…田起こしから代掻きまでの行程を説明してい

ただいた後、定板で線を引いたり、田植えをしたりしま

した。素足で水田に入ったことがない子もいて、水田の

土の温度や肌触りなどを感じ取りながら作業をしまし

た。中腰の姿勢で田植えをしたり、 

田んぼに足を取られて思うように 

進めなかったり、手作業による米 

作りの大変さを感じることができ 

ました。 

田の草取り…６月に田の草取りを２回行いました。事

前に苗や稲の成長を妨げる雑草の種類や、田植え後に田

んぼに入るメリットを教えてもらいました。苗の根を強

くすることができる、成長を妨げるメタンガスを抜くな

ど、米作りの知恵を教えてもらうことができました。１

回目は田車（ころばし）を押しながら作業しました。２

回目は田んぼに入り手作業で作業をし 

ました。この後の水の管理などについ 

ても教えてもらいました。 

 

稲刈り…豊かに実った稲穂が頭を垂れている田んぼに

入り、稲刈りをして、刈った稲を束ね、天日干しを手作

業で行いました。子どもたちは稲刈りの後の落穂拾いも

一本一本丁寧に拾い集め、収穫の喜びを味わうことがで

きました。 

しかし、数日後、天日干しして 

いた稲が、強風に飛ばされ、ほと 

んどが下に落ちてしまいました。 

きれいに束ね直すことになり、収穫した後にも自然の脅

威を感じる一幕でした。だからこそ、お米になった喜び

は、さらに大きくなりました。 

  

     ５、６年生が育て、収穫したお米と３、４年生が中心となって育て収穫した 

サツマイモ、そして、６年生が学級園で育てたジャガイモ、５年生が育てた人参を使っ 

て全校生でカレーライスを作りました。１、２年生が野菜洗い、３、４年生が野菜の皮 

むき、そして、５、６年生がその野菜を切ってカレーを作りました。農業科支援員の方 

をはじめ、お世話になった方々をお招きして、皆で美味しいカレーライスを食べ、収穫 

の喜びを全員で味わうことができました。 

収穫祭 

稲作 畑作 
サツマイモの苗植え…マルチが 

かけられた畝に、支援員さんから 

教えていただいた船底植えという 

方法で植えました。どちらの方角 

に葉の先を向ければよいのか、そ 

の訳もわかりました。 

枝豆の苗植え…ポットにかわい 

い芽がでました。大きく育ちます 

ようにと願いながら苗植えをしま 

した。 

畑の草取り・作物の成長…太陽が

照りつける中、子どもたちは、作物

の成長のために灌水も除草もがん

ばりました。枝豆がどんどん大きく 

なる様子を観察して収穫への思いを膨 

らませながらがんばって畑仕事に取り 

組みました。 

サツマイモの収穫…子ども 

たちががんばって育てて 

きたサツマイモは大きく 

実り、掘り出すのも大変 

でしたが、掘り出したい 

もを見て大きな歓声をあ 

げていました。近年は、 

イノシシの被害にあって 

いたので、豊作がとても 

うれしかったようでした。 

水資源環境委員の方に設 

置していただいた電気柵 

のおかげです。 

枝豆の収穫…たくさんの実を

つけていてびっくりしていま

した。後日、茹でたりずんだ

団子を作ったりして美味しく

いただきました。 

 


